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県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
中
小
企
業
金
融
実
態
調

査
を
ま
と
め
た
。
調
査
は
商
工
会
地
区
の
会
員
事
業
所
一
、一
四
〇
を
対

象
に
実
施
し
、
一
、〇
四
〇
社
よ
り
回
答
が
あ
っ
た
。

　
調
査
で
は
、
売
上
高
の
増
加
企
業
及
び
採
算
面
の
黒
字
企
業
の
割
合

が
増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
円
安
、
消
費
税
影
響
な
ど
で

厳
し
い
意
見
が
多
い
。

　
金
融
円
滑
化
法
終
了
後
一
年
超
経
過
し
た
が
、
金
融
機
関
の
支
援
は

継
続
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

２　青年部主張発表大会県大会　他
３　石澤会長叙勲祝賀会　他
４　射水市商工会と長野県戸倉上山田　

　　　　商工会との交流事業　他
５　元気とやまきときとトピックス
６　月刊商工会より
７　新幹線が来る　他
８　事業承継セミナー　他

八
％
、「
悪
化
」
が
四
・
七
ポ
イ
ン

ト
減
少
の
二
五
・
九
％
と
な
っ
て
い

る
。円

安
の
影
響
で
は
、「
悪
い
影
響
」

<

主
な
調
査
結
果>

●
採
算
好
転
の
企
業
が
増
加
し

た
が
、
今
後
は
厳
し
い
予
想

回
答
企
業
の
営
業
状
況
は
、

売
上
高
の
増
加
企
業
が
一
年

前
の
前
回
調
査
よ
り
八
・
九

ポ
イ
ン
ト
増
加
の
五
〇
・
三
％

と
な
る
。
調
査
時
点
（
七
月

一
日
）
の
採
算
状
況
は
黒
字

企
業
が
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
増

加
の
三
二
・
四
％
と
な
り
、

赤
字
企
業
は
二
ポ
イ
ン
ト
減

少
の
二
三
・
三
％
と
な
っ
た
。

ま
た
前
回
調
査
と
比
較
し
た

採
算
状
況
で
は「
好
転
」が
一
・

三
ポ
イ
ン
ト
増
加
の
一
七
・

商工
春
秋
　

盛
夏
の
朝
、

東
京
よ
り
来
訪

者
が
あ
っ
た
。
業
務
終
了

後
、
氏
と
の
し
ば
し
の
歓
談
が
誠

に
印
象
的
だ
っ
た
。

▼
ま
ず
、
氏
は
小
冊
子
を
手
渡
し

て
く
れ
た
。
上
司
が
語
り
継
い
だ

「
論
語
」
の
魅
力
を
ま
と
め
た
も
の

だ
。「
論
語
」
と
は
、
孔
子
と
高
弟

の
言
行
録
。
昔
の
人
は
儒
教
に
お

け
る
「
四
書
五
経
」
を
読
み
肚
を

つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
論

語
」
は
四
書
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
、
人
生
の
指
標
と
す
る
政
治
家

や
経
営
者
は
多
い
。

▼
氏
の
出
身
地
は
高
知
県
。
高
校

時
代
甲
子
園
で
ベ
ス
ト
四
ま
で
勝

ち
抜
い
た
。
部
員
は
十
三
人
。
素

晴
ら
し
い
監
督
に
恵
ま
れ
た
。
卒

業
後
、
東
京
六
大
学
で
野
球
を
続

け
る
。
理
不
尽
極
ま
り
な
い
ス
パ

ル
タ
練
習
に
耐
え
た
。
大
手
家
電

メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
選
手
と
コ
ー

チ
を
務
め
た
。
野
球
人
生
を
通
じ

て
ど
の
時
代
も
チ
ー
ム
で
最
も
小

柄
な
選
手
だ
っ
た
と
い
う
。

▼
そ
し
て
氏
曰
く
「
伸
び
る
選
手

の
条
件
は
、
素
直
・
創
意
工
夫
・

継
続
で
す
。
い
い
言
葉
は
い
い
人

生
を
つ
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。“
向
き
不
向
き
よ
り
前
向
き
”

が
座
右
の
銘
で
す
」

▼
暑
い
室
内
に
さ
わ
や
か
な
風
が

吹
い
た
。

金
融
実
態
調
査
結
果

が
「
良
い
影
響
」
を
大
幅
に
上
回
っ

た
。消
費
税
の
採
算
へ
の
影
響
は「
か

な
り
」
と
「
少
し
」
を
合
わ
せ
る
と

七
八
・
九
％
が
影
響
あ
り
、
と
回
答

し
た
。

本
年
十
～
十
二
月
の
資
金
繰
り

は
、「
楽
に
な
る
」
が
二
％
に
対
し

て
「
大
変
苦
し
く
な
る
」「
苦
し
く

な
る
」
の
合
計
が
三
〇
・
九
％
で
厳

し
く
な
る
、と
の
見
方
が
多
い
。「
苦

し
く
な
る
」
と
す
る
原
因
で
は
「
売

上
高
予
定
額
未
達
」
が
多
か
っ
た
。

（
二
面
に
続
く
）

採
算
面
で
の
黒
字
企
業
が
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

三
二
・
四
％
に
！ 　
十
月
以
降
の
資
金
繰
り
に
警
戒

表 1  　年間売上高の増減率 単位 ％

24 年 25 年 26 年

増加 39.3 41.4 50.3

減少 60.3 57.7 48.8

表 2  　１年前と比べた採算状況 単位 ％

24 年 25 年 26 年

好転 12.3 16.5 17.8

変わらない 42.4 44.6 47.4

悪化 37.3 30.6 25.9

分からない 3.4 4.3 5.1
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経営改善・事業再生に取り組む方に

経 営 力 強 化 保 証
事 業 再 生 計 画 実 施 関 連 保 証

（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）
事 業 再 生 保 証
事 業 再 生 円 滑 化 関 連 保 証

�����������������������������������������������������

表 3　　今後 1 年間の借入計画 単位 ％

24 年 25 年 26 年

ある 23.4 22.2 19.7

ない 74.1 75.7 76.8

●
資
金
需
要
は
落
ち
着
き
を
見

せ
て
い
る

今
後
一
年
間
に
借
入
計
画
が
「
あ

る
」
と
す
る
企
業
は
一
九
・
七
％
と

前
回
調
査
よ
り
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
。

設
備
投
資
は
八
一
・
一
％
が
「
な

い
」
と
し
て
い
る
が
、
も
の
づ
く
り

補
助
金
を
活
用
し
て
の
計
画
あ
り

が
七
・
六
％
を
占
め
る
な
ど
新
し
い

動
き
が
出
て
い
る
。

　

国
、県
、市

町
村
の
融
資

制
度
の
過
去

一
年
以
内
の

利
用
状
況
で

は
、「
利
用
が

あ
る
」
は
二

・
三
ポ
イ
ン

ト
減
少
の
三

二
・
四
％
と

な
っ
た
。

●
条
件
変
更
等
の
金
融
機
関
の

支
援
は
継
続
さ
れ
て
い
る

　

借
入
返
済
の
条
件
変
更
を
「
希

望
す
る
」
企
業
は
前
回
よ
り
一
・

七
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
一
二
・
六
％

と
な
っ
た
。
条
件
変
更
の
難
易
度

に
つ
い
て
は
「
容
易
で
あ
る
」「
交

渉
次
第
で
何
と
か
な
る
」
が
三
・

七
ポ
イ
ン

ト
増
加
の

六
八
・
六

％
、「
難
し

い
」
は
五

・
五
ポ
イ

ン
ト
減
少

の
二
一
・

九
％
と
な

っ
た
。

●
金
融
円
滑
化
法
終
了
後
の
金

融
機
関
審
査
に
大
き
な
変
化

は
な
い

　

保
証
協
会
の
利
用
で
は
、「
円
滑

に
保
証
を
受
け
ら
れ
た
」「
少
し
難

し
か
っ
た
が
受
け
ら
れ
た
」
の
合

計
が
九
二
・
八
％
と
な
っ
た
。

　

金
融
円
滑
化
法
終
了
後
に
「
貸

付
条
件
の
変
更
や
新
規
融
資
を
申

し
込
ん
だ
」
の
は
全
体
の
一
四
・

七
％
だ
っ
た
が
、
審
査
に
つ
い
て

は
、「
借
り
や
す
く
な
っ
た
」「
変

わ
ら
な
い
」「
厳
し
く
な
っ
た
が
、

変
更
や
融
資
を
受
け
ら
れ
た
」
の

合
計
は
九
四
・
一
％
を
占
め
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
（http://

w
w
w
.shokoren-toyam

a.or.jp

）

に
掲
載
。

表 4　　条件変更の難易度 単位 ％

24 年 25 年 26 年

容易 4.3 6.8 8.6

交渉次第でなん
とかなる 67.9 58.1 60.0

難しい 22.2 27.4 21.9

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会

飛
渡
勝
矢
さ
ん（
小
矢
部
市
）が

最
優
秀
賞
を
受
賞
！

　

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大

会
が
八
月
二
十
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
テ
ラ
ス
富
山
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
六
月
と
七
月
に
開
催
さ
れ

た
呉
東
、
呉
西
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
選
ば
れ
た
七
名
の
代
表
者
が
、

日
頃
の
青
年
部
活
動
や
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
、
小
矢
部
市
商
工
会
青
年

部
の
飛
渡
勝
矢
さ
ん
が
見
事
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

飛
渡
さ
ん
は
「
青
年
部
活
動
と

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
。
養
鶏
場
を
経
営
し
な

が
ら
、
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て

“
お
や
べ
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
”
の

開
発
な
ど
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り

「
自
分
の
作
る
卵
が
地
域
の
活
性
化

に
役
立
つ
こ
と
で
、
自
分
の
事
業

も
磨
か
れ
る
こ
と
に
気
付
い
た
」

と
述
べ
た
。
最
優
秀
賞
の
飛
渡
さ

ん
は
九
月
十
七
日
に
石
川
県
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
出
場
す
る
。

　

な
お
、
県
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
。

■
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

　

飛
渡　

勝
矢
（
小
矢
部
市
商
工
会
）

■
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　

島
瀬　
　

航
（
入
善
町
商
工
会
）

　

石
黒　

公
一
（
南
砺
市
商
工
会
）

■
優
良
賞
（
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰
）

　

鹿
熊　

洋
一
（
朝
日
町
商
工
会
）

　

古
川　

元
規
（
立
山
舟
橋
商
工
会
）

　

山
方　

功
安
（
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
）

　

高
木　

良
史
（
高
岡
市
商
工
会
）熱心に発表する飛渡さん
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資 多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得

叙
勲
祝
賀
会
に
三
二
〇
人

固
定
費
は
売
上
に
連
動
し
な
い
固
定
的
経
費
で
す
が
、
業
務
や

組
織
の
効
率
化
で
節
減
し
ま
す
。「
早
く
、果
断
に
」が
鉄
則
で
す
。

○
固
定
費
の
節
減
方
法

・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
見
直
す

　

時
代
の
変
化
で
必
要
な
経
営
資

源
は
変
化
し
ま
す
。
土
地
、建
物
、

投
資
資
産
、
雑
勘
定
で
不
要
な
も

の
は
整
理
し
ま
す
。
不
要
資
産
は

必
ず
不
要
コ
ス
ト
を
生
み
ま
す
。

・
無
駄
な
業
務
を
廃
止
す
る

　

慣
例
で
不
要
業
務
や
無
駄
な
資

料
を
継
続
作
成
し
た
り
、
会
議
、

つ
き
あ
い
、
交
際
等
で
成
果
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
も
の
は
思
い

切
っ
て
廃
止
し
て
く
だ
さ
い
。

・
人
件
費
を
効
率
化
す
る

　

人
件
費
は
固
定
費
の
最
大
費

目
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
へ
の
体
力

以
上
の
支
払
い
、
多
忙
時
の
安

易
な
時
間
外
や
外
注
依
存
な
ど

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
社
内
人
員

の
互
換
性
を
計
画
的
に
高
め
、

一
人
三
役
を
こ
な
し
て
総
人
件

費
を
節
約
し
ま
す
。

・
新
し
い
手
段
に
変
更
す
る

　

パ
ソ
コ
ン
や
事
務
機
器
の
性

能
向
上
で
効
率
化
や
人
員
節
約

が
進
ん
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
会

議
、
電
子
メ
ー
ル
、
情
報
の
共

有
化
、
顧
客
管
理
な
ど
の
活
用

や
複
合
機
で
の
ス
ペ
ー
ス
節
約

を
考
え
ま
す
。

・
社
内
で
の
全
体
管
理
化

　

事
務
用
品
や
車
を
個
人
か
ら
全

体
管
理
に
す
る
こ
と
で
効
率
化
を

図
る
と
と
も
に
、
共
有
利
用
で
使

用
者
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
ま
す
。

・
社
内
の
意
識
改
革

　

整
理
整
頓
に
取
組
め
ば
、
無
駄

な
探
し
物
が
減
り
、
整
然
と
し
て

い
れ
ば
必
要
な
備
品
や
消
耗
品
が

減
り
ま
す
。
ま
た
冷
暖
房
の
温
度

管
理
や
こ
ま
め
な
オ
ン
オ
フ
は
社

内
教
育
に
な
り
ま
す
。

○
効
果
の
あ
る
具
体
例

・
社
内
の
パ
ソ
コ
ン
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
す
る

・
営
業
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
で
他
の

部
門
で
も
活
用
す
る

・
販
売
目
標
を
明
確
に
し
、
販
促

費
を
見
直
す

・
手
紙
よ
り
ハ
ガ
キ
を
使
う

・
格
安
航
空
会
社
を
利
用

・
節
水
型
ト
イ
レ
を
活
用

○
固
定
費
は
企
業
活
力
の
源

泉
で
も
あ
り
ま
す
。
必
要

な
も
の
を
増
や
し
、
無
駄

を
排
し
「
隙
の
な
い
効
率

的
な
企
業
づ
く
り
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

石
澤
全
国
連
会
長
の
功
労
た
た
え
る

春
の
叙
勲
で
旭
日
重
光
章
を
受

章
し
た
石
澤
義
文
全
国
商
工
会
連

合
会
長
（
八
十
三
歳
）
を
祝
う
会
が

八
月
十
一
日
、
富
山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
で
開

か
れ
三
二
〇
人
が
長
年
の
功
労
を

た
た
え
た
。
石
澤
会
長
は
県
内
の
商

工
会
再
編
や
機
能
強
化
に
取
り
組

ん
だ
ほ
か
、
全
国
の
中
小
企
業
や
小

規
模
企
業
の
振
興
に
力
を
注
い
で

き
た
。
妻
の
陽
子
さ
ん
と
登
壇
し
た

石
澤
氏
は
「
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支

援
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
を

続
け
、
地
域
社
会
の
た
め
に
全
力
を

挙
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。

野
村
正
也
県
商
工
会
連
合
会
副

会
長
の
開
会
の
辞
の
後
、
綿
貫
民
輔

元
衆
議
院
議
長
、
石
井
隆
一
知
事
、

高
平
公
嗣
県
議
会
議
長
、
宮
越
光
寛

衆
議
院
議
員
、高
橋
正
樹
高
岡
市
長
、

高
木
繁
雄
県
商
工
会
議
所
連
合
会

長
、
川
瀬
重
雄
全
国
商
工
会
連
合
会

副
会
長
が
順
に
祝
辞
を
述
べ
た
。

黒
田
輝
夫
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
長
が
記
念
品
を
手
渡
し
、
森
雅

志
富
山
市
長
、
中
尾
哲
雄
イ
ン
テ
ッ

ク
最
高
顧
問
、
米
原
蕃
富
山
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
、
河
合
常
則
元
参
議

院
議
員
が
友
人
代
表
と
し
て
花
束

を
贈
っ
た
。
稲
垣
晴
彦
県
経
営
者
協

会
の
音
頭
で
鏡
開
き
を
し
、
永
原
功

北
陸
経
済
連
合
会
長
の
発
声
で
乾

杯
し
た
。
久
和
進
富
山
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
の
主
唱
で
万
歳
三
唱
、
石

澤
会
長
も
万
歳
で
返
礼
し
た
。
西
村

亮
彦
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
の

閉
会
の
辞
で
し
め
く
く
っ
た
。

石
澤
会
長
は
一
九
九
三
年
に

県
商
工
会
連
合
会
長
に
就
き
、

二
〇
〇
九
年
か
ら
全
国
商
工
会
連

合
会
長
を
兼
務
す
る
。
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
の
成
立
な
ど
に
尽
力

し
た
。
叙
勲
の
受
賞
は
、
二
〇
〇
六

年
の
旭
日
中
綬
章
に
続
き
二
度
目
。謝辞を述べる石澤会長と妻の陽子さん
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射
水
市
商
工
会
　
長
野
県
戸
倉
上
山
田

商
工
会 
と 
連
携
事
業
を
推
進

■
長
野
フ
ェ
ア
開
催

射
水
市
商
工
会
で
は
八
月
九
日

に
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
商
工

ま
つ
り
in
射
水
」
の
会
場
で
「
長

野
フ
ェ
ア
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

連
携
協
定
を
結
ん
だ
戸
倉
上
山
田

商
工
会
管
内
の
特
産
品
で
あ
る
杏

や
杏
を
利
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
、
蕎

麦
、
味
噌
せ
ん
べ
い
を
販
売
し
、

併
せ
て
千
曲
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
戸
倉
上
山
田
商

工
会
の
西
澤
会
長
は
じ
め
副
会
長
、

事
務
局
長
と
当
会
役
員
が
ま
つ

り
の
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
射
水
市
商
工
会
で
は
来

る
一
〇
月
三
〇
日
戸
倉
上
山
田
商

工
会
会
員
企
業
へ
の
視
察
研
修
を

企
画
し
て
い
る
。

■
女
性
部
同
志
で
交
流
会

射
水
市
商
工
会
女
性
部
で
は
八

月
二
十
五
日
射
水
市
商
工
会
館
に

お
い
て
交
流
事
業
と
し
て
、
戸
倉

上
山
田
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流

会
を
行
っ
た
。
交
流
会
は
戸
倉
上

山
田
商
工
会
女
性
部
の
視
察
研
修

に
併
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
席

上
戸
倉
上
山
田
商
工
会
女
性
部
か

ら
は
エ
コ
バ
ッ
ク
事
業
は
じ
め
日

頃
の
活
動
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。

当
会
女
性
部
か
ら
は
“
い
み
ず
丼
”

事
業
等
の
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

戸倉上山田地区の特産品売り場

お互いの活動内容を発表

シ
ル
バ
ー
人
材
の

活
用
を
要
請

　

県
と
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
、
富
山
労
働
局
は
八

月
四
日
、
当
連
合
会
を
訪
れ
、
シ

ル
バ
ー
人
材
の
一
層
の
活
用
な
ど

を
要
請
し
た
。
下
川
雅
一
県
商
工

労
働
部
次
長
と
中
田
俊
充
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長
、

東
井
勇
一
富
山
労
働
局
高
齢
者
対

策
担
当
官
ら
か
ら
要
望
書
が
手
渡

さ
れ
た
。下
川
次
長
は
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
清
掃
や
植
栽
の

手
入
れ
な
ど
幅
広
い
依
頼
に
応
じ

て
い
る
こ
と
や
県
内
の
セ
ン
タ
ー

へ
の
寄
付
金
は
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
用
と
セ
ン
タ
ー
へ
の
寄

付
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
お
願
い

し
た
い
」
と
要
望
。
応
対
し
た
池

田
進
専
務
理
事
は
会
員
企
業
に
伝

え
る
と
し
た
上
で
「
元
気
な
高
齢

者
が
意
欲

と
能
力
に

応
じ
て
社

会
の
担
い

手
と
し
て

活
躍
し
て

頂
き
た

い
」
と
述

べ
た
。
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北陸新幹線開業PRの
マスコットキャラ
「きときと君」

後期技能検定のお知らせベンチャーマッチング
ミーティングの開催について
　富山県では、ベンチャー企業や起業家とベ

ンチャーキャピタル等とのマッチングの場を提供
することを目的とした、「ベンチャーマッチングミー

ティング」を開催いたします。
　ビジネスプランの発表を聞いてみたい方、起業家との交

流をご希望の方のご来場をお待ちしております。併せてビジ
ネスプランの発表者も募集しております。

≪開催日時≫平成26年10月３日（金）13:30～18:00
≪場所≫ボルファートとやま ４階 珊瑚の間（富山市奥田新町 8-1）
≪次第≫①パネルディスカッション　②ビジネスプランコンテスト　③交流会
≪対象者≫企業経営者や創業等に関心のある方（定員 100 名）
≪申込締切≫ 10 月１日（水）※ビジネスプラン発表者は９月 12 日（金）
≪申込方法≫① Web サイト『こくちーず ( 告知 's)』

　　　　(http://kokucheese.com/event/index/199319/)
②メール　事務局アドレス：takuro.inami@tohmatsu.co.jp 宛
『ベンチャーマッチングミーティング観覧希望』と件名に記載し、

お名前、会社名、電話番号、参加人数をご記載ください。

本年度の後期技能検定は、下記の
職種について実施されます。皆さんが日

頃技能の練磨に努力された結果を計る絶好の
機会です。あなたもチャレンジしませんか。

◎検定職種／
＜特級＞鋳造、金属熱処理、機械加工、放電加工、

金型製作、金属プレス加工等
＜１級・２級・単一等級＞さく井、金属溶解、工場板金、

めっき、機械検査、半導体製品製造等
＜３級＞機械加工、機械検査、電気機器組み立て、

冷凍空気調和機器施工、プラスチック成型等
◎受付／ 10 月６日（月）から 17 日（金）まで

平成 26年度
無料発明相談会のご案内

　アイディアが浮かぶと同時に、発明者の
皆さんを悩ませる問題の数々…。そんな発明者

の悩みを少しでも軽くするために、富山県発明協
会では定期的に無料相談会を開催しています。相談

会は午後に行います。予約制となります。

【申込み・問合わせ】
〒 930-8501（住所不要）

富山県商工労働部職業能力開発課
TEL 076-444-3259　FAX 076-444-4406

富山県ものづくり技能人材育成研修
現場リーダー養成コース

○開催日：10 月２日（木）・３日（金）
○会場：富山市職業訓練センター

　　　　　（富山市向新庄町１-14-40）
○対象者：県内ものづくり企業に勤務する中堅技能
　　　　　者 等で、在籍企業から推薦のある方
○募集定員：15 名　　　○受講費：無料
○講師：田中茂樹氏　〔㈱アイシン・コラボ〕
　　　

開催月
高岡会場 富山会場

富山県発明協会（1F事務所内） 富山県総合情報センター

9月 3、10、17、25日 11、24日
10月 １、８、15、22、30日 ９、23日

【申込み・問合わせ】
①事務局：有限責任監査法人トーマツ富山事務所 担当：井

い

波
なみ

TEL：076-443-7220　E-MAIL：takuro.inami@tohmatsu.co.jp
②富山県商工労働部経営支援課創業・ベンチャー係

TEL：076-444-3252（直通）

【申込み・問合わせ】
一般社団法人　富山県発明協会

高岡会場：高岡市二上町 150 富山県工業技術センター内
TEL0766-25-7259

富山会場：富山市高田527 （公財）富山県新世紀産業機構内
TEL076-432-1119

＜研修の内容＞
● PDCA をしっかり回すことの大切さを学びます。
●演習によって次（Action）につなげることの大切さを

実感して学びます。
● 5 Ｓ本来の目的を学ぶ・・・5 Ｓは企業風土改革のた

めの「人づくり」。
● 5 Ｓ活動をうまく進める（継続する）ためのポイント

を学びます。

【申込み・問合わせ】
富山県職業能力開発協会

富山市安住町 7-18　安住町第一生命ビル２階
電話：076-432-9887（技能検定課）または

富山県職業能力開発課
電話：076-444-3260
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北
海
道
新
幹
線
が
ま
ち
に
来
る

“
観
光
を
知
ら
な
か
っ
た
ま
ち
”

が
観
光
づ
く
り
に
取
り
組
む

総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

飛
躍
す
る
経
営
へ
の
架
け
橋

北
海
道
　
北
斗
市
商
工
会

（
経
営
支
援
事
例
優
秀
賞
）

平
成
二
十
八
年
三
月
に
北
海
道
新

幹
線
が
開
通
す
る
。
新
函
館
北
斗
駅

ま
で
、
仙
台
か
ら
約
二
時
間
、
東
京

か
ら
約
四
時
間
で
つ
な
が
る
。
市
内

に
新
駅
が
で
き
る
北
斗
市
商
工
会
で

は
、
こ
の
開
業
を
地
域
再
生
の
好
機

と
捉
え
、
市
と
連
携
し
て
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
手
を
付
け
て
こ
な
か
っ
た

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

に
着
手
し
た
。

観
光
振
興
の
推
進
役
に
指
名
さ

れ
た
の
が
当
商
工
会
の
堀
口
貴
司
経

営
指
導
員
。
商
店
街
に
は
新
幹
線
開

業
で
来
訪
す
る
市
外
の
お
客
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
る
た
め
に
、
札
幌
市
や

仙
台
市
、
大
宮
市
で
の
食
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
勧
誘
。
市

外
の
観
光
客
獲
得
を
意
識
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
「
北
斗
桜
回
廊
」。
市

内
の
桜
の
名
所
三
カ
所
を
桜
並
木
で

つ
な
ぎ
、
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
、
お
花
見
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
桜
茶
屋
な
ど
を
企
画
し

た
。
地
場
産
品
を
使
っ
た
特
産
品
開

発
の
動
き
も
出
て
き
た
。
カ
リ
ン
に

似
た
過
日
の
マ
ル
メ
ロ
を
用
い
た
プ

レ
ミ
ア
ム
ジ
ャ
ム
。
市
内
に
新
規
出

店
し
た
ベ
ー
カ
リ
ー
が
地
域
限
定
品

と
し
て
販
売
し
、
人
気
商
品
と
な
っ

て
い
る
。
堀
口
指
導
員
は
「
地
元
に

人
気
を
博
す
る
商
品
や
地
域
資
源
を

活
か
し
た
他
に
誇
れ
る
特
産
品
が
あ

る
と
、
外
貨
を
獲
得
で
き
て
地
元
へ

の
愛
着
も
増
し
て
い
く
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

鮮
魚
店
「
魚
隆
」
の
小
島
社
長
。

七
十
歳
を
超
え
る
が
意
気
乾
坤
。「
札

幌
市
で
の
催
事
販
売
へ
は
勉
強
の
つ

も
り
で
行
っ
た
。
新
幹
線
が
来
た
時

に
何
が
売
れ
る
の
か
。
接
客
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
。
駅
前
に
い
い
店

が
あ
る
よ
と
い
わ
れ
た
い
か
ら
ね
。

自
分
た
ち
商
店
主
が
主
役
で
ま
ち
を

元
気
に
し
て
い
く
。
そ
ん
な
気
持
ち

で
催
事
販
売
に
参
加
し
て
い
る
」

に
「
た
け
う
ま
全
国
大
会
」
を
企

画
開
催
し
た
。
遠
く
は
東
京
、
新

潟
、
広
島
な
ど
日
本
各
地
か
ら
竹

馬
自
慢
が
参
加
し
、
三
〇
メ
ー
ト

ル
走
や
障
害
物
競
走
「
竹
馬
サ
ス

ケ
」
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

親
子
で
参
加
で
き
る
「
親
子
竹
馬

教
室
」
も
同
時
開
催
。

「
竹
馬
全
国
大
会
」
で

竹
の
産
地
を
Ｐ
Ｒ

行
動
す
る
青
年
部

京
都
府
向
日
市
商
工
会
青
年
部

ふ
き
の
ほ
の
か
な
香
り
と
食
感

が
楽
し
め
る
「
遠
賀
（
お
ん
が
）

ふ
き
の
ジ
ャ
ム
」。
女
性
部
員
が
一

か
ら
手
作
り
で
仕
上
げ
た
無
添
加

札幌市での催事販売。観光PRにも力が入る

京
都
府
向
日
市
は
古
く
か
ら
竹

の
産
地
と
し
て
有
名
で
、
竹
製
品
や

竹
垣
、
良
質
な
筍
な
ど
、
竹
を
使
っ

た
産
業
が
盛
ん
な
地
域
。
長
岡
京
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
今
も
大
極
殿
跡

や
か
ぐ
や
姫
伝
説
も
残
る
夢
と
ロ
マ

ン
に
満
ち
溢
れ
た
ま
ち
だ
。
向
日
市

商
工
会
青
年
部
で
は
、
地
域
特
産
の

竹
を
用
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
ま
ち
お
こ

し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
川
県

で
開
催
さ
れ
た
青
年
部
全
国
大
会
で

は
、「
竹
馬
Ｐ
Ｒ
隊
」
を
結
成
。
金

沢
市
内
の
会
場
ま
で
半
年
か
け
て
訪

れ
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
き
っ
か
け

無
添
加
・
手
づ
く
り
地
元
産

の
ふ
き
の
ジ
ャ
ム
が
完
成

行
動
す
る
女
性
部

福
岡
県
遠
賀
町
商
工
会
女
性
部

の
ジ
ャ
ム
だ
。
遠
賀
ふ
き
は
、
全

長
一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
大
き
な
ふ

き
で
、
香
り
も
強
く
繊
維
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
当

商
工
会
女
性
部
は
、
収
穫
時
期
を

過
ぎ
た
破
棄
さ
れ
る
ふ
き
に
着
目
。

食
物
繊
維
が
多
く
、
痰
を
切
っ
た

り
咳
を
止
め
た
り
す
る
薬
効
が
あ

る
ふ
き
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

食
べ
て
も
ら
お
う
と
「
ジ
ャ
ム
」

に
加
工
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
菓

子
製
造
業
の
部
員
の
知
恵
を
借
り

な
が
ら
試
行
錯
誤
の
上
完
成
さ
せ

た
。「
商
品
開
発
に
は
体
力
や
根
気

が
必
要
だ
け
ど
仲
間
と
一
緒
だ
か

ら
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
」
と

の
声
も
上
が

り
部
員
同
士

の
絆
も
一
層

強
く
な
っ
た
。

声援も賑やかな、竹馬 30メートル走

町内イベントで試食アンケートを実施
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（
二
）
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

　
（
そ
の
二
）
軽
く
寄
り
道
で
す
。

　

前
々
回
「
新
幹
線
ブ
ー
ム
（
？
）

に
便
乗
し
て
情
報
発
信
」
と
言
う
お

話
を
し
ま
し
た
。
す
こ
し
補
足
し
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
人

の
力
を
借
り
て
発
信
。
す
な
わ
ち
消

費
者
の
ク
チ
コ
ミ
を
使
わ
せ
て
も

ら
う
方
法
で
す
。

（
１
）
口
コ
ミ
販
売

　

バ
イ
ラ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

言
い
ま
す
。
通
販
サ
イ
ト
な
ど
に

必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
そ
の
商

品
を
買
っ
た
人
か
ら
の
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
販
売

促
進
方
法
の
一
つ
で
す
。簡
単
な
話
、

来
訪
者
や
購
買
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
網
に
載
せ
て
も
ら
い
商
品

を
広
め
て
い
く
方
法
で
す
。

①
少
し
だ
け
理
屈

　

消
費
者
の
「
商
品
認
知
か
ら
購
入

決
定
」
ま
で
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
古
く
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ

と
言
う
分
析
手
法
が
着
目
さ
れ
て

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
増
え
、
カ
メ
ラ
付
き
移
動

端
末
器
（
ス
マ
ホ
）
が
普
及
し
て
来

ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
大
手
広
告
代
理
店
が
提

唱
し
た
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
い
う
購
買

決
定
モ
デ
ル
が
有
力

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
消

費
者
の
商
品
購
入
プ
ロ
セ
ス
は
、

A
ttention

（
注
意
）
→Interest

（
興
味
・
関
心
）
→Search

（
検
索
）

→A
ction

（
行
動
）→Share

（
共
有
）

と
い
う
流
れ
を
と
り
、
以
前
の
モ
デ

ル
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ
）
か
ら
（
Ｄ
、
欲

求
）
と
（
Ｍ
、
記
憶
）
が
消
え
新
た

に
（
Ｓ
、
検
索
）（
Ｓ
、
共
有
）
が

加
わ
り
ま
し
た
。
人
々
は
買
う
と
い

う
行
為
の
前
に
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
購

入
後
は
ネ
ッ
ト
で
感
動
を
自
分
達

の
繋
が
り
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
）
で
共
有

し
合
い
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ

のSearch

（
検
索
）
の
際
に
検
索

さ
れ
る
情
報
は
、
す
で
に
信
頼
関
係

が
構
築
さ
れ
て
い
る
自
分
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
内
の
情
報
が
、
よ
り
重
要
性

で
あ
り
優
先
性
を
も
っ
て
居
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
自
分
の
取
り
巻
き
を
ソ
ー

シ
ャ
ル
と
言
い
ま
す
。　

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）。
ネ
ッ

ト
上
で
グ
ル
ー
プ
内
の
情
報
共
有

手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
で
す
。
こ
の
中
で
は
誰
も
が
情
報

の
発
信
主
体
（
者
）
に
な
れ
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

新
幹
線
が
来
る

（
専
門
指
導
員　

鈴
木
英
雄
）
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ふれあい青空市「やまだの案山子」 10月　土曜・日曜・祝日 ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

五箇山和紙まつり 10／4（土）～5（日） 道の駅たいら「五箇山和紙の里」 0763-66-2223

第 28 回春日温泉まつり 10／5（日） 春日温泉協会 076-467-5004

入善ジャンボコンパ（街コン） 10／5（日） 入善ジャンボコンパ実行委員会（入善町商工会内） 0765-72-0163

アートタウン八尾 影絵（月のお話し三夜） 10／11（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

チャレンジマスター（予定） 10／11（土） 富山市八尾山田商工会青年部 076-455-3181

なりひら風の市・いやさか縁日 10／11（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

大山ふれあい開運まつり 10／11（土） 富山市南商工会大山支部 076-483-1420

坂のまちアートinやつお 10／11（土）～13（祝） 坂のまちアート in やつお実行委員会 076-455-1184

アートタウン八尾 WABI めぐり 10／11（土）～13（祝） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかミニツアー 10／11（土）・25（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

アートタウン八尾
 越中八尾町屋で落語（秋は月） 10／12（日） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

大門曳山まつり 10／12（日） ㈳射水市観光協会 0766-84-4649

にゅうぜん商工フェア まつりんぴっく 2014 10／19（日） 入善町商工会 0765-72-0163

婦中ふるさとの丘ふれあいフェア 2014 10／19（日） 婦中ふるさとの丘ふれあいフェア実行委員会（婦中） 076-469-2497

ハッピーハロウィン in おおさわのほそいり 10／19（日） 富山市南商工会女性部大沢野細入支部 076-467-1963

ビッグ庄川なんでも市 2014 10／26（日） 庄川町商工会 0763-82-1155

事 業 承 継 セ ミ ナ ー

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

内　容：○中小企業を取り巻く事業承継問題の現状と事業承継対策の必要性
　　　　○事業承継対策のすすめ方
　　　　○中小企業経営承継円滑化法の内容
参加費：無料
日時等：９月 18日㈭ 午後１時より 高岡商工会議所◦９月 19日㈮ 午後１時より 富山県中小企業研修センター
主　催：独立行政法人　中小企業基盤整備機構　URL：http://jigyoshokei2014.smrj.go.jp
お申し込み・お問い合せ：事業承継セミナー事務局　電話 03-5411-1581　FAX 03-5413-0554

事業承継税制が平成 27年度１月から使いやすくなります。


